令和５年度　第３回府中市空家等対策協議会会議録（案）
令和６年２月２８日（水）　　　
午後３時から午後３時４０分まで

市役所おもや会議室Ａ４０１　　
１　出　席　委　員
高野律雄会長、宮田よしひと委員、西村陸委員、久保田聡委員、立川健豊委員、山田昭典委員、難波裕之委員、小澤博委員、大木幸夫委員、谷本三郎委員、川辺万吉委員、中山圭三委員、（１２名）

※欠席　髙野真弘委員、沼尾昭仁委員（２名）

２　事　務　局

　(1)　生活環境部

　　　新藤部長

　(2)　生活環境部環境政策課

　　　栁下生活環境部次長兼課長、扇山課長補佐兼管理係長、笹本主任、人見事務職員

　(3)　都市整備部住宅課

      三浦課長、中澤課長補佐

３　議　　　題
(1)   特定空家等に対する措置の進捗状況について
【資料１】のとおり報告・了承。
(2)　審議事項
特定空家等の認定解除について
【資料２】のとおり説明。
空家等対策協議会として、事務局案のとおり既に認定されている特定空家等のうち、　市の助言・指導により除却された１件について認定解除を行うべきであると判断。答申とすることで決定。
(3)  報告事項
　　  特定空家等に対する勧告後の住宅用地特例解除について
【資料３】のとおり報告・了承。
４　資　　　料

【資料１】特定空家等に対する措置の進捗状況について
【資料２】府中市特定空家等に対する措置に係る協議について（答申）（案）
【資料３】特定空家等に対する勧告後の住宅用地特例解除について
５　公開・非公開の別　一部非公開
【事務局】
　　皆様、こんにちは。本日は、お忙しい中ご出席を賜りまして誠にありがとうございます。

　　定刻となりましたので、ただいまより令和５年度第３回府中市空家等対策協議会を開会いたします。

　　私は、環境政策課課長補佐の扇山でございます。

　　会長に議事の進行をいただくまでの間、進行を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　　次第に入ります前に、本日の配付資料を確認させていただきます。

　　初めに、次第としまして、Ａ４の片面印刷で１枚のものでございます。

　　次に、資料１といたしまして、特定空家等に対する措置の進捗状況についてでございまして、Ａ３の片面印刷、カラー刷りのもので１枚のものでございます。

　　お配りいたしました資料は以上２点となります。過不足等がございましたら事務局までお申しつけください。よろしいでしょうか。

　　なお、本日の会議につきましては、円滑な進行を図るため、会議時間を最長で１時間程度を想定しておりますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　　それでは、次第の２、会長挨拶でございます。

　　高野会長よりご挨拶をいただきます。

【会長】
（会長挨拶）
【事務局】
　　ありがとうございました。

　　続きまして、次第の３、運営についてでございます。

　　本日は警視庁府中警察署の高野委員、東京消防庁府中消防署の沼尾委員から欠席のご連絡をいただいております。

　　本会議につきましては、府中市空家等対策協議会運営規程第３条第２項の規定により、定足数が過半数に達することで成立することとなっております。

　　本日の会議は出席委員数が過半数に達していることから、有効に成立することをご報告いたします。

　　続きまして、次第の４、府中市空家等対策協議会の公開についてでございます。

　　ここから会長に進行をお願いしたいと存じます。会長、よろしくお願いいたします。

【会長】
　　それでは、府中市空家等対策協議会の公開についてお諮りいたします。

　　事務局から説明をお願いします。

【事務局】
　　府中市空家等対策協議会の公開についてでございますが、府中市情報公開条例第３２条に基づき、原則会議は公開するものとされております。ただし、あらかじめ個人情報等の非開示情報を審議することが予想される場合には、同条第２号の規定に則り、委員の了承を得た上で会議を非公開とすることができることとなっております。

　　本日の会議では、議事の特定空家等に対する措置の進捗状況について、審議事項、特定空家等に対する認定解除について及び報告事項、特定空家等に対する勧告後の住宅用地特例解除についてにつきまして、個人情報を含む内容となるため、府中市情報公開条例第３２条により本日の会議については非公開とさせていただき、議事録については当該事項を除いた上で公開することとさせていただきたいと存じます。

　　また、傍聴者の有無でございますが、本日は傍聴者はおりません。

　　以上でございます。

【会長】
　　いかがでしょうか。事務局の説明のとおりでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【会長】
　　それでは、事務局の説明のとおりとさせていただきます。

　　続きまして、次第の５、議事に入ります。

　　（１）特定空家等に対する措置の進捗状況について、事務局から説明をお願いいたします。

【会長】
　　以上をもちまして、次第の５議事は終了いたしました。

　　続きまして、次第の６、その他について、事務局からお願いいたします。

【事務局】
　　その他といたしまして、２点、お知らせさせていただきます。

　　まず、１点目についてでございますが、現在開会中の議会の予算案に盛り込んでおります令和６年度から空家対策の１つとして新しく開始する予定の事業につきましては、議会承認いただく前ではございますが、ご紹介させていただきたいと存じます。

　　初めに、１点目の内容につきましては、特定空家等に認定された荒廃した空家を自主的に除却を行う際、府中市が１００万円を上限として補助するものでございます。詳細な条件等は、現在、整理を行っているところでございますが、この制度が、命令、そして、代執行に至る前に、本人が空家を自主的に除却する動機づけとなり、早期の除却が行われることを期待しているところでございます。

　　次に、２点目にでございますが、今年度も予算計上しております財産管理人の裁判所への申立てに係る予納金につきまして、来年度予算において対象件数を増やせるよう増額し、現在、対象件数２件としているものを６件に対応できるように予算計上しております。

　　いずれにつきましても、議会で議決いただけましたら、４月からそれぞれ運用してまいりたいというふうに考えております。

　　特に、相続財産管理人制度の実績についてご案内申し上げますと、令和５年度においては、相続人が不在である空家及び所有者が行方不明となっている空家があり、こちらの制度を利用して解決に至ったケースがそれぞれ１件ずつございました。特定空家等に認定する前の段階であったため、本協議会に報告するには至りませんでしたが、実際に財産管理人制度を利用した結果、解決し、非常に有効な手段であったことから、今回、報告をさせていただいたところでございます。

　　お知らせについては以上でございます。

【会長】
　　以上でございます。

　　皆様から、その他何かございますでしょうか。

【委員】
　　助成金について、自分で除去する場合ですよね。これは国の補助金が所有者のほうに出ると、それを使うということですよね。それ以外に市からも１００万円を出すという話ですか。

【事務局】
　　今回、あくまで市が行おうとしていることにつきましては、ご本人が除却をした際の費用の半分、１００万円を上限とする半分まで市が支出をするものになります。市の支出するものに、市に対して東京都と国から補助金をいただくものになります。

　市からご本人にお支払いする補助金については１００万円を上限としております。

　　以上でございます。

【委員】
　　市のほうも国からもらうんですよね。

【事務局】
　　市は国と都からそれぞれ補助を受けます。

【委員】
　　国と都からもらうんですよね。そこから１００万円を出す。

【会長】
　　１００万円の財源が国と都の交付金ということ。一般財源の持ち出しがない。

【事務局】
　　一般財源の持ち出しが４分の１ということになりまして、全体の事業の、例えば２００万円解体にかかりますとしますと、国から２分の１が出る形となります。

【委員】
　　自治体がやる場合でしょう。所有者がやる場合は、当然、エントリーしませんよね。今のお話の１００万円という前提は、そこから一歩進んで自治体がやる場合ですよね。

【事務局】
　　自治体ではなくご本人がやる場合です。

【委員】
　　ご本人がやる場合は、国からの援助のほかに自治体からも、市からも援助できるの。国から市がもらって、市がそれを払うわけですか。
【会長】
　　補助率はどのぐらいなの。

【事務局】
　　補助率は２分の１を予定しております。

【会長】
　　２分の１。それが、だから、例えば３００万円だとしたら上限が１００万円だから１００万円まで。その１００万円の歳出に対して、国と都からどれぐらい出ている。

【事務局】
　　国から２分の１、５０万円、都から４分の１、２５万円、市の持ち出しとしては２５万円ということで、合計１００万円という形になります。

【委員】
　　所有者も個人でもらうことができる。あれは自治体からしからもらえない。所有者が自らやる場合、国と都からもらったお金を元に市が１００万円まで援助するというお話ですよね。

　　その次のステップとして、所有者にやらせる場合ですよね。自治体がやる場合でも国から援助がもらえますよね。
　　今回、予算計上しているのは、所有者自らやる場合でお金をもらう場合ですよね。

【事務局】
　　今回、これを設定した狙いとしては、代執行に行かない、行ってしまうと、やはり、いろんな手続きや時間もかかってしまうので、行かないようにするための１つの策という形になります。

【委員】
　　所有者が一義的にやる場合ですね。分かりました。
【委員】
　　第三者が買う場合、不動産会社等が仲介して、建物が売り出されたときに、果たしてこれが特定空家なのかとか、もしくは特例解除されている物件なのかというのを調べる方法があるのか、もしくは問い合わせたときにその情報を開示する窓口があるか、もしくは開示するつもりがあるか、その辺だけ確認をしたい。
【事務局】
　　ただいまご質問をいただきました、現在特定空家になっていてというような空家を第三者の方が購入された場合の情報の開示の方法についてというところでございますが、こちらについては、現在のところ、市のほうでそういった場合についてはこのように対応しますという指針等がないというところでございますので、こちらについては、相談があった際に東京都にも確認しながら進めてまいりたいというふうに現在では考えているところでございます。

　　以上でございます。

【委員】
　　特定空家等について、件数が減ってきているんですが、このほかに新規で認定するような案件というのは出てきているのか、出てきていないのか。また、あってもこれに乗っかるような物件ではないという判断なのか、その辺をちょっとお聞きしたいんですけど。

【会長】
　　ありそうですよね。はい、どうぞ。
【事務局】
　　今まで空家対策を進めてまいりまして、近隣の方からの苦情により、主に荒廃した空家というのが私たちのほうに情報が入ってくるようなことになっておるんですが、そうした場合に、まずは所有者の方に連絡を取りまして、早急に荒廃した部分の管理をしてくださいというようなお話ですとか、除却についてのお話をさせていただいて、こうした特定空家になる、認定に至るまでの間に解決に至っている空家のほうが今までも幾つかございました。

　　また、去年空家調査ということで全戸を対象に調査いたしました。その中で、候補となる空家についても幾つかあるようには見受けられるのですが、実際にそのお宅を見に行ってみると、まだ人が住んでいる等空き家はないものが混じっておりました。
　　あとは、候補となる空家も、去年あったものについては、先ほどご説明させていただきました財産管理人制度の対象とすることで解決に向かっているものもございましたので、今現在、すぐにまたこの特定空家の候補として上げさせていただきたいという空家は、市の把握している空家の中ではないということで認識しております。

【事務局】
　　補足なんですが、すみません、ちょっと先ほどもお話が出たんですが、財産相続人の清算人の制度を使えたというのもあるんですけども、これも、今まで高齢の方が１人で住んでいた、でも、家が生い茂っている。なので空家というところで認識はうちのほうはなかったんですが、今年度、そういう方が２件、亡くなって、荒廃した空家に移って急にこっちに来るという部分が結構あるので、今後は発生しないような、まだ住まわれている家の方でも木が繁茂したようなところには、この空家のこの活動を通じて事前に何か対応できないかというところも考えていく必要があると考えております。

　　以上でございます。

【委員】
　　そうすると、近隣住民から苦情がない限りは、放っておくという状況なんですか。

【事務局】
　　放っておくというか、我々としてはすごく心苦しいところなんですが、１件１件全てを見るということができないので、まず１つは、先ほど申し上げたゼンリンの調査とか、そういった調査を踏まえた中での、危なそうな空き家は見にいくということ。

　　やはり、一番大きいのは近隣の方からのお声をいただいて、そこにすぐ対応するというところを、今、ちょっと重きにやっているものですから、そこがメインにはなっておりますが、今後は、受け身だけでは我々としてもよくないと思っておりますので、様々な対策を来年度に向けて考えていきたいと考えております。

　　以上です。

【会長】
よろしいでしょうか。はい、どうぞ。

【委員】
　　先ほど説明があった財産管理人の予算立てするということなんですけど、今までの結果で、令和５年で１件、相続財産清算人のほう、所有者不明で１人、特定空家になる前にこの２件をやられているということですけど、この場合は利害関係人として市が申し立てたということですか。
【事務局】
　　基本的には、所有者が不明の空家という部分で、木がすごい繁茂していて周りにも影響があるという部分で、我々としては、今、我々の持っている特定空家の人たち、所有者が分かって何とか除却を進めているんですけども、今回の至ったケースは、そのあとの、死亡なりで相続人がもういないという、所有者がいないという、いろいろ調べた中で、結果、分かったものに対してやっているという形で、特定空家だからとか、そういう条件があるとか、所有者不明も、ここまで調べたけども相続人がいない、ですので申し立てたという流れになります。

【委員】
　　別に特定の債権を有しなくても利害関係が認められたということなんですか。

【事務局】
　　そういう形になります。

【委員】
　　令和３年６月に改正になっているんで、それで認められたんだと思います。

　　この予算を６件分取るということですよね。気になるのが、去年の４月１日から改正になった、民法改正になった所有者不明土地財産管理人、所有者不明建物財産管理人というのは、市のほうで申し立てされているんですか。管理不全土地管理人、あれはまだないですよね。

【事務局】
　　まだでございます。

【委員】
　　ありがとうございます。

【会長】
　　それでは、令和５年度第３回目の府中市空家等対策協議会を閉会いたします。貴重なお時間をいただきまして誠にありがとうございました。

非公開部分
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